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添付資料 
原子力教育大学連携ネットワークの共通講座について 

 
１．原子力教育大学連携ネットワークの設置について 

原子力機構と金沢大学、東京工業大学及び福井大学は、連携大学院制度を活用して核燃

料サイクル分野の原子力人材育成を図るために、3 大学と連携大学院に係る原子力機構の

研究開発拠点（東海研究開発センター、大洗研究開発センター、敦賀本部）が中心となっ

て、新たな原子力人材育成システムとして「教育研究等に係る連携・協力推進協議会（連

携大学院ネットワーク）」を平成 17 年 7 月に設置した（旧核燃料サイクル開発機構と 3
大学で覚書を締結、平成 19 年度から「原子力教育大学連携ネットワーク」に名称変更(略
称：連携ネット)）。 
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連携ネットの考え方 

原 子 力 教 育 大 学 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 原 子 力 教 育 

(1) 原子力に関する教育を前提。 

(2) 協議会に参加している各大学と 

原子力機構との間で設置。 

(3) 総合力のある人材を育成するため 

  実学教育を重視し，原子力機構の 

施設を活用。 

(4)各大学の特徴ある講座についても 

  共通講座とし単位認定。 

(5)これにより、連携ネットワークがカバー 

する範囲が拡大。 

(6) さらに、参加大学の拡大で、原子力 

教育に関する一つの連合体組織。 
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２．原子力教育大学連携ネットワークの連携講座開設 
原子力教育大学連携ネットワークでは、3 つの大学院及び原子力機構の緊密な連携・

協力により、将来の原子力技術を担う若手の人材育成の推進、原子力に関する研究者及

び技術者の養成、及び現在までに培われた原子力技術の継承のために、以下について目

指すこととした。 
・遠隔授業と実習を組合せた効率的な教育カリキュラムの開発（共通講座） 

・原子力機構及び各大学間における遠隔授業（遠隔教育システム） 

・ 座学で得られた知識を確実に身に付けさせるための学生実習（学生実習プログラ

ム） 
その具体的な展開として、平成 18 年度から教育カリキュラムの検討、共通講座に必

要な遠隔教育システム及び教育実習機材の整備を行い、平成 19 年度から共通講座を実

施することとなった。 
また、平成 18 年 6 月 26 日から 30 日に学生実習を茨城地区(東海研究開発センター、

大洗研究開発センター)にて実施した。 

 

 
以上 
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平 成 1 8 年 度 合 同 学 生 実 習

期間  ： 平成18年6月26日～30日   参加学生 ： 18名 （福井大、金沢大、静岡大） 
内容  ： 核燃料サイクル工学概論、放射線計測実習、原子炉工学、放射性廃棄物、中性子科学 他 
場所  ： 核燃料サイクル工学研究所、原子力科学研究所、大洗研究開発センター 
その他 ： 核燃料サイクル施設見学を付加（再処理、プルトニウム燃料施設、常陽等） 

線量測定実習 施設見学「常陽」 
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遠遠隔隔教教育育シシスステテムム::ネネッットトワワーークク構構成成概概念念  

原子力機構（東海） 

金沢大学 

原子力機構（大洗）

福井大学 

原子力機構（敦賀）

東京工業大学 

インターネット

金沢大学から講義を配信しているイメージ、全拠点からの配信可能 
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 遠遠隔隔教教育育シシスステテムム::拠拠点点シシスステテムム概概念念  

録画機能

各拠点双方向からの手書き書込みと 

使用した資料からコンテンツを自動生成。 

マイク

資料と講師画像の２画面構成

全拠点からの開催予約が

可能。 高品質遠隔講義

システム 

多拠点制御装置 

（JAEA東海のみ設置） 

インターネットによる通信


